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１  実 施 団 体    上 長 淵 連 合 自 治 会  

         上 長 淵 環 境 美 化 委 員 会  

 

２  担 当 課     環 境 政 策 課  

  

３  実 施 時 期    平 成 ２ ４ 年 ８ 月 ～ 平 成 ２ ５ 年 ３ 月  

 

４  参 加 者     上 長 淵 自 治 会 会 員  全 世 帯  

 

５  実 施 場 所    青 梅 市 長 淵 ５ 丁 目 ～ ８ 丁 目  

 

６  事 業 の 目 的   上 長 淵 地 域 の 環 境 美 化 を 推 進 し 、 か つ 、 安 全 で 快 適 な

生 活 環 境 を 確 保 す る こ と を 目 的 と し て 、地 域 住 民 か ら

環 境 美 化 の 標 語 を 募 集 し 、そ の 標 語 を の ぼ り 旗 に 印 刷

し 地 域 全 体 に 立 て る 。  

７  役 割 分 担  

  ・ 団 体 の 役 割  

上 長 淵 地 域 ピ カ ピ カ 計 画 ⇒ 上 長 淵 連 合 自 治 会 （ 事 業 主 体 ）  

上 長 淵 連 合 自 治 会 と 上 長 淵 環 境 美 化 委 員 会 は 、 自 治 会 員 か ら 環 境

美 化 の 標 語 を 募 集 し 、 そ れ を の ぼ り 旗 に 印 刷 し て 地 域 全 体 に 立 て

る 。  



  ・ 担 当 課 の 役 割  

の ぼ り 旗 の 設 置 場 所 の 選 定 と 、 事 業 者 と 協 力 し て の ぼ り 旗 の 設 置  

⇒ 環 境 政 策 課  

市 民 へ の 広 報 （ 市 民 の 意 識 改 革 ） 及 び マ ス コ ミ へ の Ｐ Ｒ ⇒ 広 報 課  

 

８  事 業 の 効 果 （ ど の よ う な 地 域 課 題 が 解 決 で き た か ）  

  上 長 淵 地 域 で は 、 ポ イ 捨 て や 犬 の 糞 の 放 置 が 多 か っ た が 、 大 分 改 善 さ

れ た よ う な 気 が す る 。 ま た 、 何 よ り も 良 か っ た の は 、 地 域 住 民 の 環 境

美 化 に 対 す る 意 識 が 一 層 高 ま っ た こ と で あ る 。  

 

９  目 標 達 成  

   事 業 の 目 標 ：  

今 回 は 上 長 淵 地 域 に 限 っ た 運 動 で あ っ た が 、 こ の 事 業 を き っ か け

に 行 政 と 地 域 が 一 体 と な っ た 青 梅 市 全 体 の 美 化 運 動 に 発 展 す る こ

と を 期 待 し て い る 。  

   目 標 の 達 成 具 合 ：  

地 域 の 環 境 美 化 は 、 行 政 と 地 域 住 民 が 力 を 合 わ せ て 常 に 運 動 と し

て 、 訴 え て い く も の で あ る と 考 え る が 、 今 回 の 「 上 長 淵 地 域 ピ カ

ピ カ 計 画 」 に つ い て は 、 当 初 の 目 標 は 十 分 達 成 さ れ た も の と 考 え

て い る 。     

 

10 事 業 の 実 施 内 容 ：  

地 域 住 民 か ら 環 境 美 化 の 標 語 を 募 集 し て 、 そ の 標 語 を の ぼ り 旗 に 印

刷 し 地 域 全 体 に 立 て る 。 こ の こ と に よ っ て 、 地 域 住 民 の 環 境 美 化 に

対 す る 意 識 改 革 と ポ イ 捨 て や 犬 の 糞 を 放 置 す る 行 為 は 、 犯 罪 に 値 す

る と い う 認 識 を 持 っ て も ら う 。  

 

 

 

 

 

 

 



11 実 施 団 体 と 担 当 課 の 事 業 評 価  

４ は い  ３ ど ち ら か と い え ば 「 は い 」  ２ ど ち ら か と い え ば 「 い い え 」  １ い い え  

調 査 項 目  団 体  担 当 課  

(１ )事 前 の 話 合 い を 十 分 に 行 い 、役 割 分 担 は 明 確 に な っ て い た   4  4 

(２ )事 業 に 最 も ふ さ わ し い 協 働 形 態 が 選 択 さ れ た   4  4 

(３ )協 働 の 役 割 分 担 は 適 切 だ っ た   4  4 

(４ )協 働 相 手 は 適 切 だ っ た   4  4 

(５ )対 等 な 立 場 で の 協 力 関 係 を 築 け た   4  4 

(６ )協 働 相 手 の 自 主 性 ・ 自 立 性 は 尊 重 さ れ た   4  4 

(７ )事 業 実 施 は 円 滑 に な さ れ た   4  4 

(８ )設 定 し た 目 標 が 達 成 さ れ た   4  4 

(９ )協 働 で 行 う こ と に よ り 効 果 が あ る 事 業 だ っ た   4  4 

(10)今 後 の 課 題 と 改 善 策 を お 互 い に 話 し 合 っ た   1  1 

 

12 ま と め （ 今 後 の 課 題 や 改 善 点 な ど ）  

当 初 の 目 的 は 十 分 果 た せ た も の と 考 え て い る 。 今 後 、 こ の 環 境 美 化 に

対 す る 意 識 を 、 い か に 維 持 し 更 に 発 展 す る た め に は ど う し た ら よ い か

が 課 題 で あ る 。  

ま た 、 こ の 事 業 を き っ か け に 行 政 と 地 域 が 一 体 と な っ た 、 青 梅 市 全 体

の 美 化 運 動 に 発 展 す る こ と を 期 待 し て い る 。  

 

13 そ の 他  

 

 

 

 


